
** 申込期限 /方法 **

令和元年 11月8日 （金）までに

下記Webフォームよりお申し込みください．

演題

** 抄録 **

人口約116万、18市町村からなる大分県は、平成24年度より地域包括ケアシステム推進という目標を掲げ、多職種

協働を強みとしてスタートしました．その結果、地域づくりのために結束し、切磋琢磨する成果が見えてきたように

思います．先ず、厚生労働省が県モデルとして全国横展開を行うと発表し、実施に向かって動き出しています．県内

の全ての市町村で、運動・栄養・口腔を三位一体とした新総合事業が始まる中、住民が主体的に行う『住民参画型介

護予防』の広がりも現在進行形です．平成29年度地域支援事業調査では、月一回通いの場への参加率が高齢者人口の

16.4％と、全国平均の4.9％を大きく上回り、全国一の県となりました．

超高齢社会を迎えた我が国は、尊厳をもって自分らしい暮らしを維持していくために何をすべきか、自分事として

考える時がきています．これは、歯科も例外ではありません．これまでの軌跡を通じて、寄せられた期待の声と求め

られる課題について、お話させて頂きます．

** 業績 **

〔著書〕

「歯科保健指導教本」医歯薬出版
「歯科衛生士のための地域ケア会議マニュアル」医歯薬出版

〔社会貢献〕

NPO法人 日本ボランティア歯科機構 ベトナムボランティア活動
（2004年～現在継続中）

〔表彰〕

IFDH国際歯科衛生士連盟 Social Responsibility Award 第3位
（2017年）

徳島県歯科医師会および徳島県歯科衛生士会

の会員は生涯研修単位を取得できます．

当日、生涯研修カードをご持参ください．

** 共催 **

一般社団法人 徳島県歯科医師会

一般社団法人 徳島県歯科衛生士会

徳島県地域包括ケアシステム学会

地域ケア会議に参加するすべての職種

歯科衛生士 /歯科医師

歯科衛生士 /歯科医師を目指す学生

先着２００名
（事前申込にご協力ください）

入場無料

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=pMNxhjhF9keHFxah1rD
KmCk9rN8UmTFHku1Z8jhsla5UNUtFNkdQN09VQlEwODE2V0xMVUxPUThHUy4u

地域包括ケアの時代に求められる歯科領域への期待と課題
－多職種チーム大分で取り組んだ自立支援型マネジメントとは－

有松ひとみ 先生
（一般社団法人大分県歯科衛生士会会長）

令和元年11月17日
〔受付開始 10:00～〕

藤井節郎記念医科学センター１階
藤井節郎記念ホール（徳島大学蔵本キャンパス）

※アクセスマップが裏面にあります．

（日） 10：30～11：45

Webフォームへは

こちらのQRコードからも

アクセスできます．

厚生労働省令和元年度
老人保健健康増進等事業

講演会プロジェクト

講師

日時

場所

参加対象



** とくしま助 INTプロジェクト **

徳島大学大学院医歯薬学研究部が実施する調査研究事業『厚生労働省令和元年度老人保健健康増進等事業/中山間地域における

地域住民との連携によるオーラルフレイル予防のためのICT利活用の強化/進展に関する調査研究事業』のプロジェクト名です．

自/互/共（/公）助とINT.(intermediate：仲介) を“ジョイント (joint)”と読み、本事業の目的/柱の一つである「ICT共有体制

を駆使した“自助/互助/共助”の連携強化/進展」を表しています。オーラルフレイル予防に向けた口腔体操（くっぽちゃんの

健口体操）の普及や口腔ケア研修会など、口腔保健思想の普及啓発を本事業のもう一つの柱として本年6月より実施しています．

徳島大学大学院 医歯薬学研究部口腔保健支援学分野 /尾崎 和美（プロジェクト事業統括）
E-mail：ozaki@tokushima-u.ac.jp

◎ JR徳島駅より市営バス/徳島バスで約15分．「蔵本中央病院・大学病院前」あるいは「医学部前」下車

◎ 蔵本キャンパス内の駐車場をご利用の場合はサービス券 (100円)を発行できます (歯学部東側の立体駐車場〔 〕

からは誘導掲示にて会場まで移動可)．

サービス券発行の関係上、必ず事前申し込みください (前頁参照)．

会場までのアクセスマップ
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医学基礎A棟 ※通り抜けできます

医学臨床A棟

医学基礎B棟

（約 300台収容可）

市営バス
「蔵本中央病院
・大学病院前」

市営バス
「医学部前」

歯 学 部

までの車移動P 会場までの徒歩移動

お問い合わせ先


